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翻研究課題 　

児童の健全育成と危機管理の推進における校長の在り方

分 科 分 の趣 旨

高度情報化,少 子高齢化,経 済状況の停滞等,

社会の急激な変化により様 々なひずみが顕在化

してきている。そうした中,い じめ,不 登校,暴 力

等 生徒指導上の問題は依然として深 刻であり,携

帯電 話やインターネットに関わる トラブル,児 童

虐待等新たな問題 も発生しており,人 間性豊かな

口本人の育成の推進に大きな課題 となっている。

そのため,学 校では,教 育活動 の全領域にお

いて一人一人の子 どもの健全な育成 を期 し,子

ども自らが現在及び将来にわた って自己実現 を

図って いけるようにするために,時 と場 に応 じ

た適切な行動 を,自 ら判断 し決定 できるよう指

導の一層の充実を図 ってい く必要があ る。 さら

に,全 教職員の共通理解 を図 り,一 致協 力 した

指導体制を築 くとともに,家 庭・地域 ・関係機

関等 とも密接 に連携 ・協力を図 り,子 どもの健

全 育成によ り多 くの大人が関わる体制 を確立す

ることも課題である。

校長は,子 どもの健全育成を期 して,学 校 の

組織体 制の見 直し,了 どもと向き合 う時間の確

保,学 習指導 の改善に取 り組 ませ ること等,健

全育成の充実のための学校運営の在 り方 を示 し

てい く必要がある。 また,校 務分掌組織 を整備

し,教 職員が連携 ・協力して取 り組める体制を

確 立す るとともに,家 庭や地域住民 ・関係機 関

とも密接に連携 ・協力で きる体制を構築 してい

かなければな らない。加えて,い じめや不登校,

児童虐待 といった種々の課題について も,校 長

のリーダーシップのもと,組 織的な対応 を行い,

的確に判断 し迅速 に対処 していけるようしてい

くことが重要である。

本分科会では,校 長の リーダーシップの もと,

様 々な健全育成上の課題 に対 して組織的な対応

を進めるための具体的方策 を明 らかにする。

リーウーシッづの禎点

(1)い じめや不登校等を生まな い学校づく りの

推進
い じめや不登校 を生まない社会を実現 して
いくためには,全 ての子 どもの人権が尊重 さ

れ,自 己実現の喜びを味わえ,安 全で安心で

きる居場所 となる学校 を目指 した教育活動 を

展開 してい く必要がある。
そのためには,校 長は,教 員が子 ども理解

に努め,情 報 を共有 し,問 題の解決 に協働 し

て取 り組む学校づ くりを推進す るとともに,

問題に対する適切な対応力の向上 を図る取組
を推進す ることが求め られている。 具体的に

は,問 題の兆 しを学校 ・家庭 ・地域全体で共

有 しつつ,早 期対応 に心掛 け,子 ども ・人 一
人の居場所づ くりを 目指 してい くことが求め

られている。
このような視点か ら,早 期に発見 ・対応 し,

校 内のみな らず家庭や地域 と連携 した,い じ

めや不登校等を生まな い学校づ くりを進めて
い くために校長の果たすべき役割 と指導性を

究 明する。

(2)危 機管理 に強 い組織育成 のための意図的 ・

計画的な取組の推進
危機管理 に強い学校組織を構築す るために

は,学 校は,未 然防止 と再発防止の二つの視

点か ら,日 常的に起 こりうる危機を想定 した

家庭・地域,各 関係機関 との連携 ・協働体制
を確立 してお く必要がある。

そのためには,校 長は,日 常か らの児童理

解の重要性を指導し,問 題の 早期発見 に努 め
るよう指導す るとともに,保 護者等 とも連携

し開発的 ・予防的な取組を進め,組 織 の在 り

方 を見直 し,改 善に向けた取組 を進める必要

が ある。 また,学 校は,教 職員間で経験や教

訓 を共有 ・蓄積できる体制 を整え,再 発防lf:
は言 うまで もなく,未 然防止のための適切な

対応の在 り方 を組織 として確立す る必要があ
る。 さらに,保 護者や地域 とも連携 し,有 効

に機能す る組織づ くりを進 める ことが求め ら

れている。

このよ うな視点か ら,危 機管理 に強い組織

育成のための意図的 ・計画的な取組 を推進す

る上で,校 長の果たすべ き役割 と指導性を究

明する。

⑧
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児童の健全育成を図る学校経営において

発揮すべき校長のリーダーシップ

留萌地区 留萌市立潮静小学校 東 公 康

曇 趣 。_"一.、__一_

社会状況が変化する巾で人々の価値観が多様化 し,

子 どもたちの健全育成 に関わ る様 々な歪みが顕在化

して いる。

このよ うな中,学 校で はいじめや不登校 な どの問

題が依然 として憂慮すべ き状況 にあ り,加 えて,携

帯電話やインター ネ ッ トにかかわる トラブル な どの

問題 も発 生 している。

また,規 範意識や 人間関係構築力の低 ド,そ して

自尊感情 の低下な どか ら 「子 どもの心 の活 力が弱 っ

てきている」 との指摘 もあ り,子 どもたちの育成 に

かかわる課題 の解決が学校 に求め られ ている。

したが って,学 校 にお いては児童一 人一 人の健全

な発達 ・成 長をね らいに,子 どもが社会的資質の伸

長 と社会的能力の獲得によって 自己実現 を図 ること

ができるよう,一 層効 果的な指導 を工夫 し,実 践を

重ね ていく必要がある。

そ こで,取 組の 具体化 に当たっては,

ピ へ

① 児童の健全育成を位置付けた学校ビジョンに基づ!

く教育課程を編成 実施すること。

② 課題や目標の共通理解を基mRmmに全教職員の協働に
よる指導体制を構築すること。

③ 各教師が 日々の指導において自覚的で 意図的 ・
計画的な生徒指導を積み重ねること。

④ 児童個々を的確にとらえ 個と集団に応 じて適切
な指導ができるよう教帥の力量向上を図ること。

⑤ 家庭 ・地域 ・関係機関と連携 し,情 報の共有や児
重の健全育成に取り組む地域の体制をつくること。

㌧ ノ

な どがポイ ン トになると考えて いる。

そのために,校 長は 「健全育成」 を経営 の重点や

方針 に位 置付 け,学 習指導 をは じめ として 各教育活

動の改善 ・充実 を推進す ることや 生徒指導 の機能 を

高める こと,教 職 員一体で子 どもをみ とり,育 て る

組織体制 を確立す ることや教師の指導 力を高め るこ

と,家 庭や地域 ・関係機関 との連携がで きる体制づ

くりなどに取 り組む必 要がある。

また,問 題の発生に対 しても校 長の リーダーシ ッ

プで迅速かつ適切な対 処がで きる体制 の確立が重要

とな る。

本提言では,子 どもの健 全育成 に関わ る留萌管 内

各小学校長の意 識や取組 の状況か ら,健 全育成 の推

進 において校 長が発揮すべ き リー ダー シップの在 り

方を検討 してい く。

幽 雌 の鞭 。..
1研 究テーマと3つ の アプ ローチ及 び内容

3つ の アプローチからテーマへ迫る

轡
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2健 全育成にかかわる取組の具体例

アプローチ1一 健やかな子どもを育成する学校づくり

留萌管 内における各小学校長へのア ンケー ト調査

では,多 くの校長が 「生きる力」 を育成す る教育 の

推進 にお いて 「健全育成」 に取 り組む ことを重視 し

てお り,「 健全 育成は学校教育 その もので ある」 と

回答 した校長 もみ られた。

そ して,こ の 「健令育成」 の推進 にあたっては,

1児 童一人一人の的確な理解と,全 教師の共通認識

を募盤とした全校体制での指導

2授 業の改善 ・充実による 「確かな学力」の育成

3組 織が一体となった生徒指導の推進

4豊 かな心の育成や体験活動との関連を図った道徳

教育の推進

な どが,重 視すべき内容 と して あげ られている。

アプローチiの 事例

(1)子 ども一人一人の 「自己効 力感1を 高める取組

①理念 を示す
→[小 さな 自信づ くり」か ら 『自己効力感 の

高揚』 を経営の柱 に据 える

② 目指す子どもの姿を盛 り込んだ重点 目標の提示

③ 重点 目標 の具体化
→[小 さな 自信:育 成計 画の実施④次年度での
``St
epUp"へ

→[小 さな 白信コか ら[+1]を 目指す子の育

成 へ

⑤[+1]の 具休化→学級 経営での位 置付 けと保

護者や地域へ の発信,[十1]発 表

(2)子 どもの 「自己肯定感」 を育 む学校づ く り

① 校長発 「輝き ・笑顔 ・元気プロジェク ト」の提案
→子 どもたちの 「夢」 を応援す る取組

②プ ロジ ェク トの具体化

ア:子 どもたちの 「夢」 を募集

イ:「 夢」実現プ ログラムの策定

ウ:「 夢」 実現 プログラムの実施

〔31確 かな学びをつくる授業で子どもの力を高める取組

①授業の質的な向上 を目指す方針の提示
→ 【芯】 である授業で一人一人を高める学習指導

→研修 による教師 の力量向上で学 力を高める

②方針具体化への視点提 示と取組 の実際

(働きかけ)

ア;学 力の実態を把握 ・確認す る取組の実施

イ:授 業に向か う姿勢 と態勢 を確立するため

の取組

ウ:確 かな 力が身 に付 く育成 プランの策定 と

実施
→各活動や指導の内容と関連が見えるプラン

エ:各 学年 の重点事項 と6年 間の学びの積み

上げが見える一覧表の作成 と活用

オ:質 の高い授業づ く りができる教師 の育成
→ 自ら学び,互 いに学び合い,共 に高まる研修

アプローチ2一 健全育成阻害要因発生への予防・対応
～ 「いじめ」や 「不登校」などを生まない学校つくリ～

留 萌管内における各小学校長へのア ンケー ト調査

で は,「 健全育成」 を阻害す る要 因(い じめや不 登

校)を 予防するための取組 として

1

2

∩」

河4

R
)

R
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教職員一体での組織的な指導ができる体制の罹立

生徒指導の実践的力量向上を目指 した研修の実施

子ども一人一人の的確なみとりによる児董理解

開かれた[職 員室 ・職員関係 ・学級]づ くり

→情報の共有化によって教職員全員で育てる学校

他者との関わり万を学ぶ教蕎活動の実施

生徒指導の意義や進め万の理解と教職員の自覚に

基づく意図的 ・計u的 な生徒指導の実施1

な どが,重 視す べき内容 と してあげ られている。

アプ ローチ2の 事例

Q)「 相談活 動の充実」 を中心 とした取組

①校長の方 針提示
→ いじめや不登校 を生まない学校づ くりの明示

②方針を具体化す る取組 の提案
→児童の心の居場所 づく りに向 けた取組 とし

ての教職員全員による 「教育相談」の実施

③ 「教育相談」 の実施 に対す る指導助言
→指導よ りも"傾 聴"の 姿勢で!

→情報 の共有 と指 導に生かせ る資料化 を!

(21「末然防止」 を柱 に据えた学校 づく りの取組

①安心 ・安全な学校 づ くりの方針 を提示
→誰 にで もわか る言葉でビジ ョンの共有 を!

②方針 を具体化す る2つ の方策

ア:基 本方策としての 「未然防止」2つ の視点で

→居心地のよ い居場所づ くり

・学級づ くり:一 人一人の出番とみんなの協力

・生徒指導の機能を生かした学習指導や諸活動

一争友 だちとの絆づ くり

・学級集団で の活動の工夫

・多様性 と柔軟性

・連帯感の醸成や集団での達成感がある活動

イ:序 防」 と 「備 え」の方策
→早期発見か ら常時発見へ;意 識と行動の転換

・児童把握 の活動 ・情報 ソースの活 用

→研修 と組織の確立;認 識力と対応力の向上

・教師の対応力向上

・体制と態勢の整備

(3)学 級集団の質の向上で児童の満足感を高める取組

①学級集団が もつ2側 面を重視 し,よ りよい学

級集 団づ く りを経営の重点 に位置付 けて提示
→全ての基盤である学級づくりにカを注 ぐこと

② 「Q-U」 活用 による児童 理解 の深化 と学級

集 団の把握及び結果分析 を基に した学級集団

づ くりの改善

ア:調 査 の導 入,実 施について生徒指導担 当

と協P;k

⑧
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イ:実 施計画作成と実施についての説明,及

び効果的活用に関する研修会の実施につ

いて指導助言

ウ:各 計画への位置付けや児童理解推進への

指導
工:生 徒指導部を核にした教師間連携 と協働

の強化

オ:個 々の学級経営か ら組織全体で考え,取

り組み,高 める学級経営への意識転換と

行動の具体化

(4>教 師の力量向一Lによって生徒指導の充実を図

る取組

①校長が求める生徒指導の力量を教職員に提示
・基盤・一般教員 ・中堅教員・生徒指導担当者ごと

②研修の具体化と実施内容などの工夫

ア:研 修方法の工夫～教頭,生 徒指導部との協議

○全体基本研修～全教職員が参加する研修

0対 象者を分けての研修
→若年層研修～生徒指導に関する基本的内容

→ミドル層研修～組織的な生徒指導の進

め方や リーダーシップの在 り方

イ1研 修内容の工夫

○児童事例交流会～児童の状況交流と指導方策

○事例研修会～問題事例をもとにしての学

習会やロールプレイングなど

○生徒指導交流会～自校の課題把握と解決策協議

アプローチ3健 全育成にかかわる危機管理に強い組織づくり

留萌管内における各小学校長へのアンケー ト調査

では,「健全育成」を阻害する要因の未然防止や発生

等に対する組織の在 り方,及 び組織的な取組として,

r

子どもの特性や変化をとらえる児童理解の徹底

問題行動の発生に対する組織的な対応への備え

問頴の防止や発生に対して活動できる組織づくり

教師間連携推進や生徒指導委員会の組織活性化

保護者,地 域,関 係機関との情報共有や目的に応

ウ:連 携をコーディネートしながらの活動推進

②リーダーシップ発揮による健全育成の具体化

ア:基 盤となる校内の取組の活性化

イ:PTAへ の働きかけと組織的な活動の実

施

ウ;保 護者や地域,関 係機関との協働による

健全育成意識の広がりと連携構築による

活動の実施

團 まとめ

1

2

3

4

5

じた連携の工夫による組織的な指導と対応
㌦ ノ

などが,重 視すべき内容 として あげ られている。

アプローチ3の 事例

(1)学 校,家 庭,地 域,行 政が一体 となった取組

① 「スクエア ・プロジェク ト」 と 「ジョイン ト

プ ロジェク ト」 の積極的な実施 ・推進 にお け

る校 長の リーダー シ ップ発揮

ア:教 職員の理解を促す取組と情報収集 ・情報提供

イ:保 護者に対する説明と連携についての協力依頼

ウ:実 施状況把握と収組における課題把握及び改善

② 艮体事例 一連携を基盤とした 「通学合宿」の取組
・プログラム にお ける校長 の役割 と指導性

(2)家 庭や地域,関 係機関と連携 した健全育成の取組

①健 全育成の推進 に向けて描 く校長 の連携構想

ア:実 態把握と健全育成に関わる課題の明確化

イ:実 践領域や方法,分 担 ・役割連携の整理 ・検討

1成 果～健全育成推進のポイン ト

○ 校 長は 自己効力感や 自己肯定感 を高める取組

など,健 全育成 を重視 したビジ ョンの提示や具

体的な教育活動の提示 な ど,教 職員が課 題意識

を共有 し,組 織一体で健 全育成 に取 り組む学校

づ く りへの確 固たる姿勢 を示す こと。

○ 校長は,教 師が肯定 的な児童観 に立って,生

徒指導の機能を生か したfL一感的な姿勢 ・態度で

了どもを育てる学校づ くりの実現に指導性 を発

揮する こと。

○ 校長は,健 全育成 の考え方や在 り方 について

の知見を広げ,自 校の実態や課題 に応 じ,そ の

解決に向けた方策 を構築 して学校 づ くりを進め

る こと。

○ 校長は,常 に高 い危機管理意識 を もち,問 題

に対 して組織で的確,適 切,迅 速 に対処で きる

機 能的な組織づ く りと,対 応シ ステムを確立 し

てお くこと。

○ 校長 は,学 校 を基点 にして保護 者や地域,関

係機 関との協働 を視 野 に入れ た健全育成 の取組

を構想 し,地 域一体 となった"共 育 ・協育"を

推進す るための ネッ トワークづ くりと,コ ミュ

ニ ケー シ ョンチ ャンネル の確保 にリーダーシ ッ

プを発揮す ること。

2課 題～更なる充実へ 向けて

△ 子 どもの姿を視点 に実践 を評価 し,成 果と課

題 をとらえて活動 の選択 と改善 を図るな ど,マ

ネジメン トサイ クル を機能 させて健全育成 の質

を高める必要 がある。

△ 校長は,教 師個 々の力量形成 とミ ドルリーダー

の育成 や,組 織 力向 上を図 る研修 の実施 にお い

て,そ の手法や 内容な どにつ いて積極的 に指導

性を発揮す る必要が ある。

△ 校長 は,ビ ジ ョンに基づ く実践 の中で教職 員

が学び合 い,共 に高 まる"ヒ ドゥン ・カ リキ ュ

ラム"の 重要性 を認識 して,意 図的 ・計画的 に

学校運営や研修 を進めてい くな どの工夫 をする

必要が ある。

△ 校長 は,健 全育成 を推進す るた め,教 職 員全

員によるチームで 「何 を円指 し,ど んな視点で,

どのよ うに考え,ど のよ うな共通実践をす るか」

という"教 員文化"を 創造す るための リーダー

シ ップ を発揮する必要が ある。

纏


